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ハウス 収穫播種 定植温床育苗

126

ナス　英名：Egg plant　分類：ナス科ナス属に属する 1～多年生野菜
　学名：Solanum melongena

・�原産地：インド東部の熱帯アジア。
・温度適応性：高温性で温度適応範囲は広い。
・発芽適温：最適温 25 ～ 35℃、発芽温度 15 ～ 40℃。変温が適する。
・生育適温：気温　昼間 23 ～ 28℃、夜間 16 ～ 20℃（最低 7℃～最高 40℃）地温 18 ～ 20℃。
・光適応性：強光を必要とする。
・�土壌適応性：土壌適応性は比較的広いが、土壌水分が多く、耕土の深い沖積土壌が最も適する。
粘質土では、有機物などの施用で孔隙を増やすことが必要である。長期の作型では、台木
の選定・肥培管理に注意が必要である。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（植物体の生育時 pH6.0、収穫時 pH6.8 ～ 7.3）。
・�花芽分化：中日植物（日長と無関係で花芽形成が起こる植物）。播種後 30 日前後、本葉 3枚
展開時に花芽分化し、本葉7～9枚で第1花をつけ、播種後約60～ 65日で第1花が開花する。
両全花で自家受精する。

・作型別栽培方法
（１）�促成栽培：播種は 7月上旬～ 8月中旬、定植は 9～ 10月に行われ、6月下旬で栽培を

打ち切る。日中は 28～ 30℃を目安に管理を行い、15℃を下回る期間は保温・加温を行う。
（２）�半促成栽培：播種は10～ 12月、定植は2月中旬、収穫は3月中旬頃から行い、7月中旬

～8月が収穫打ち切りの目安となるが、更新剪定などにより、晩秋まで収穫する地域もある。
基本は無加温ハウス栽培で被覆を使い生育限界温度の7℃を下回らないように保温する。

（３）�早熟栽培（トンネル早熟）： 厳冬期に育苗を行い、定植はマルチとトンネルを使用し地温
が 12℃以上となるように保温する。トンネル内が 35℃以上にならないように換気を行
い、遅霜が終わる 5月にはトンネルを除去する。

（４）�普通栽培（露地早熟）：最低気温 10℃を下回らなくなる 4月下旬～ 5月上旬が定植時期。
夏越しが重要になる作型で、夏の草勢低下を防ぐために適切な台木選定と追肥・潅水な
どで対応する。

（５）�抑制栽培：播種は 4月中旬～ 5月下旬、定植は 6月中旬～ 7月中旬、収穫期は 7月下旬
～ 11月上旬となる。


